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対
馬
に
来
て
ま
だ
1
週
間
し
か
経
っ
て

お
ら
ず
、分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す

が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
対
馬
市
の
発
展
と
日
韓
交
流
に
尽
力

し
た
い
で
す
。

　
博
物
館
を
建
て
る
と
い
う
貴
重
な
経

験
が
で
き
る
！
と
い
う
こ
と
で
対
馬
へ

や
っ
て
来
ま
し
た
。大
変
な
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、多
く
の
文
化
財
に
触

れ
て
、楽
し
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、職
員
の
先
輩
方
や
地
域
の
方
々
に
ご

指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、責
任
の
あ
る

市
職
員
に
な
れ
る
よ
う
成
長
し
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
生
ま

れ
育
っ
た
対
馬
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。至
ら
な
い
点
も

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、配
属
場
所
で
戦

力
に
な
り
対
馬
の
為
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
と
明
る
く
笑
顔
で
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
保
育
所
生
活
が
充
実

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、一
生
懸
命
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
3
月
に
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で

保
育
士
と
し
て
も
社
会
人
と
し
て
も
未

熟
で
す
が
先
生
方
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
大
好
き
な
対
馬
の
た
め
に
全
力
で
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
、自
分
が
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
い
、一
人
ひ
と

り
が
伸
び
伸
び
と
自
己
発
揮
で
き
る
保

育
を
目
指
し
ま
す
。

平山 恭江 26歳

ひらやま　た か え

観光交流商工部　観光商工課

立花 大輔 32歳

たちばな  だいすけ

観光交流商工部　文化交流・自然共生課

成富 なつみ 26歳

なりとみ

観光交流商工部　文化交流・自然共生課
博物館建設推進室

築城 真緒 20歳

ついき　 ま  お

福祉保険部　福祉課

犬束 朱理 18歳

いぬづか     し ゅり

福祉保険部　保険課

松村 鉄平 22歳

まつむら   てっぺい

健康づくり推進部　
地域包括・医療対策課

宮原 盛弥 18歳

みやはら  せ い や

建設部　管理課

立花 颯 18歳

たちばな  はやて

上対馬振興部　北部建設事務所

山根 瑠奈 20歳

やまね　　る　な

中対馬振興部
峰行政サービスセンター　三根保育所

島本 真弥 23歳

しまもと　 ま    や

健康づくり推進部
北福祉保健センター　佐須奈保育所

上原 万弥 22歳

うえはら 　ま　や

健康づくり推進部
北福祉保健センター　仁田保育所

多田 清香 38歳

た  だ   き よ か

教育委員会　南地区教育事務所
鶏鳴幼稚園
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と
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が
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の
文
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れ
て
、楽
し
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頑
張
り
た
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と
思
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わ
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な
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が
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く
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ん
あ
り
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輩
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や
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の
方
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に
ご

指
導
し
て
い
た
だ
き
な
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市
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。
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。
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新

新

新 新 新

新 新 新 新

新 新 新 新

は新規採用です。
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一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
早
く
地
域
の
皆
様
に
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
相
談
や
市
民
の
皆
様
の
相

談
対
応
な
ど
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
！

　
県
よ
り
派
遣
職
員
と
し
て
参
り
ま
し

た
。市
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、微

力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
対
馬
市
の
子
ど
も
達
の
輝
く
笑
顔
が

増
え
る
よ
う
に
、全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
業
務
の
先
に
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方

の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、が
ん
ば
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
明
る
く
元
気
に
日
々
成
長
で
き
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
基
本
に
忠
実
。少
し
で
も
早
く
一
人
前

の
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

　
1
日
も
早
く
対
馬
で
の
暮
ら
し
に
慣

れ
、様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、日
頃
か

ら
努
力
を
惜
し
ま
ず
、精
一
杯
職
務
を
全

う
し
ま
す
。

　
日
々
努
力
し
、対
馬
市
民
の
皆
様
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。

　
消
防
学
校
で
消
防
士
と
し
て
の
基
礎

を
学
び
、多
く
の
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

　
1
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、地
域
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
立
派
な
消
防
士
に

な
り
ま
す
。

　
対
馬
の
安
全
の
た
め
に
勉
学
や
訓
練
に

真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
対
馬
市
の
消
防
職
員
と
い
う
自
覚
を

持
ち
皆
様
に
頼
ら
れ
る
消
防
士
に
な
り

ま
す
。

末廣 喜彦 47歳

すえひろ  のぶひこ

農林水産部　水産課

原田 和恵 33歳

はらだ　かずえ

健康づくり推進部
中地区保健センター

大谷 展美 46歳

おおたに  ひ ろ み

健康づくり推進部　
北福祉保健センター

江口 麻美 40歳

えぐち　あさみ

健康づくり推進部　
中地区保健センター

吉野 博 52歳

よしの  ひろし

教育委員会　学校教育課

島本 賴次 49歳

しまもと   よりつぎ

教育委員会　学校教育課

平山 尚子 45歳

ひらやま    なおこ

教育委員会　学校教育課

島居 雄一郎 21歳

しまい    ゆういちろう

消防署　空港分遣所

富沢 和 23歳

とみざわ  のどか

消防署　警防課

古里 将輝 22歳

ふるさと　ま さ き

消防署　予防課

梅野 真平 18歳

うめの   しんぺい

消防署　警防課

田口 左京 21歳

たぐち　さきょう

消防本部　総務課付（消防学校入校）

岩佐 太陽 18歳

い わ さ   たいよう

消防本部　総務課付（消防学校入校）

縫田 泰輝 18歳

ぬいた　　たいき

消防本部　総務課付（消防学校入校）

西山 涼 18歳

にしやま  りょう

消防本部　総務課付（消防学校入校）

　
一
生
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命
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
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ま
す
。

　
早
く
地
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の
皆
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に
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頼
し
て
い
た

だ
け
る
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に
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ど
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よ
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し
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！

　
県
よ
り
派
遣
職
員
と
し
て
参
り
ま
し

た
。市
の
皆
様
の
お
役
に
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て
る
よ
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、微

力
な
が
ら
頑
張
り
ま
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、よ
ろ
し
く
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の
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も
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の
輝
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顔
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増
え
る
よ
う
に
、全
力
で
が
ん
ば
り
ま
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。

よ
ろ
し
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い
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。
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先
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方
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を
思
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描
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ん
ば
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ま

す
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お
願
い
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ま
す
。

　
明
る
く
元
気
に
日
々
成
長
で
き
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
基
本
に
忠
実
。少
し
で
も
早
く
一
人
前

の
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

　
1
日
も
早
く
対
馬
で
の
暮
ら
し
に
慣

れ
、様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、日
頃
か

ら
努
力
を
惜
し
ま
ず
、精
一
杯
職
務
を
全

う
し
ま
す
。

　
日
々
努
力
し
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の
皆
様
の
た
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に
頑
張
り
ま
す
。

　
消
防
学
校
で
消
防
士
と
し
て
の
基
礎

を
学
び
、多
く
の
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
消
防
士
に
な
り
ま
す
。

　
1
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、地
域
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
立
派
な
消
防
士
に

な
り
ま
す
。

　
対
馬
の
安
全
の
た
め
に
勉
学
や
訓
練
に

真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
対
馬
市
の
消
防
職
員
と
い
う
自
覚
を

持
ち
皆
様
に
頼
ら
れ
る
消
防
士
に
な
り

ま
す
。

新 新 新 新

新 新 新 新

長崎県から派遣 対馬市社会福祉協議会から出向 対馬市社会福祉協議会から出向

小綱小学校から着任 佐須奈小学校から着任 豆酘中学校から着任

対馬市社会福祉協議会から出向
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氏　　　名 新　　配　　置

氏　　　名 新　　配　　置
対馬市人事異動

３月31日付

４月1日付

氏　　　名 旧　　　配　　置

定  年
豊田  充 総務部　部長

増田  敬一 水道局　局長兼水道部長

長  信夫 市民生活部　次長兼市民課長兼豆酘窓口センター所長
兼佐須窓口センター所長

三宅  一郎 中対馬振興部　次長兼峰行政サービスセンター所長
兼佐賀窓口センター所長

土肥  熊男 上対馬振興部　上県行政サービスセンター
仁田水道事務所 主幹

橋本  靖子 福祉保険部　こども未来課　小綱へき地保育所　参事

吉村  ひとみ 中対馬振興部　峰行政サービスセンター　副参事

村瀬  和生 学校教育課　参事兼課長補佐

永留  弘惠 生涯学習課 副参事兼峰地区公民館　副参事

神宮  満也 議会事務局　局長

春日亀  剛一 農業委員会事務局　事務局長

小田  一久 消防署　北部支署　支署長兼北部支署　上対馬出張所長

上野  靖男 消防署空港分遣所　予防班　参事

依願退職
小宮  明美 福祉保険部　こども未来課　参事兼課長補佐

畑島  愛理沙 福祉保険部　こども未来課　保育士
兼健康づくり推進部　北福祉保健センター佐須奈保育所　保育士

割愛退職
平山  俊章 学校教育課

課長兼峰学校給食共同調理場長兼豊玉学校給食共同調理場長

大浦  信之 学校教育課　課長補佐兼指導主事

山本  希 学校教育課　指導主事

西岡  順平 長崎県へ

併任解除

浦瀬  愼子 対馬市社会福祉協議会へ

吉川  宏美 対馬市社会福祉協議会へ

荒木  美由紀 対馬市社会福祉協議会へ

松井  惠夫☆ 次長兼総務課長

有江  正光☆ 部長

総務部

犬束  卓也 総務課　参事兼課長補佐　

木屋  勝也☆ 総務課　課長補佐

阿比留  裕介 総務課　副参事兼係長

永尾  裕司 総務課　副参事兼係長

須川  優子 総務課　主任

小宮  嘉月 総務課付　副参事兼係長（宮城県石巻市財務部納税課派遣）

糸瀬  宏昭 総務課付　主事（長崎県福祉保健部監査指導課派遣）　

勝見  一成 財政課　課長　

双須  淳司☆ 財政課　係長

田中  光幸☆ 財産管理運用課　課長兼電算室長

藤原  亘宏 財産管理運用課　参事兼課長補佐兼電算室参事兼課長補佐

扇  裕二☆ 財産管理運用課　係長

西  史章 財産管理運用課　主任

黒木  誠吾 財産管理運用課　電算室　副参事兼係長

しまづくり推進部
阿比留  裕史☆ 次長兼市民協働・交通対策課長

中村  喬哉 未来創生課　主事

永留  史彦 市民協働・交通対策課　副参事兼係長

観光交流商工部
瀧本  又司 観光商工課　副参事兼係長

小森  周一☆ 観光商工課　係長

平山  恭江 観光商工課　主事（新規採用）

小島  繁樹 文化交流・自然共生課　係長

吉田  裕司 文化交流・自然共生課　主任

立花  大輔 文化交流・自然共生課　主事（新規採用）

立花  大功 文化交流・自然共生課　博物館建設推進室　室長（主幹）

成富  なつみ 文化交流・自然共生課　博物館建設推進室　主事（新規採用）

村井  英哉 対馬市福岡事務所　所長

市民生活部
松本  絹代 市民課　課長兼豆酘窓口センター所長兼佐須窓口センター所長

柴田  文乃 市民課　係長

安田  文茄 市民課　主事

築城  守夫☆ 税務課　課長補佐

稲垣  敏弥 税務課　課長補佐

立花  譲偉☆ 税務課　係長

村瀬  修一 税務課　主任

長野  元久☆ 次長兼環境政策課長兼対馬クリーンセンター所長

阿比留  孝仁☆ 環境政策課　課長補佐

阿比留  大地☆ 環境政策課　係長

小茂田  聡 美津島行政サービスセンター　副参事兼係長

高野  和孝☆ 美津島行政サービスセンター　副参事兼係長

福祉保険部
阿比留  絹代 こども未来課　参事兼市民生活部

美津島行政サービスセンター雞知保育所　参事

藤田  留美 こども未来課　副参事兼市民生活部
美津島行政サービスセンター雞知保育所　副参事

松本  政美 次長兼福祉課長

佐護  篤哉 こども未来課　参事兼課長補佐

古里  正人 こども未来課　課長

築城  真緒 福祉課　主事（新規採用）

長里  由美子 こども未来課　栄養士

日高  淳子 こども未来課　仁位へき地保育所　主任保育士

國分  幸和☆ 保護課　課長

宮川  明哲 保護課　参事兼課長補佐

居村  雅昭 保護課　課長補佐（査察指導員）

高司  道尚 保護課　副参事兼係長

平松  馨 保護課　主事

永留  潤也☆ 保険課　課長補佐

武田  浩二 保険課　課長補佐

犬束  朱理 保険課　主事（新規採用）

国分  麻美 こども未来課　保育士兼健康づくり推進部
北福祉保健センター佐須奈保育所　保育士

島本  真弥 こども未来課　保育士兼健康づくり推進部
北福祉保健センター佐須奈保育所　保育士（新規採用）

小宮  ひろみ こども未来課　参事兼健康づくり推進部
北福祉保健センター仁田保育所　参事
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上原  万弥 こども未来課　保育士兼健康づくり推進部
北福祉保健センター仁田保育所　保育士（新規採用）

山根  瑠奈 こども未来課　保育士兼中対馬振興部
峰行政サービスセンター三根保育所　保育士（新規採用）

健康づくり推進部
荒木  静也 次長兼地域包括・医療対策課長

松村  鉄平 地域包括・医療対策課　主事（新規採用）

二宮  加生里☆ 地域包括・医療対策課　地域包括ケア推進室　室長（主幹）

黒岩  基尋 地域包括・医療対策課　地域包括ケア推進室　参事兼課長補佐

小島  太☆ 地域包括・医療対策課　地域包括ケア推進室　課長補佐

脇山  武士☆ 地域包括・医療対策課　地域包括ケア推進室　係長

藤  登喜子 南福祉保健センター　参事

弟子丸  優希 南福祉保健センター　主事

原田  和恵 中地区保健センター　介護支援専門員（併任）

江口  麻美 中地区保健センター　社会福祉主事（併任）

扇  博祝☆ 北福祉保健センター　所長

三原  真弓 北福祉保健センター　参事兼課長補佐

東川  貴彦 北福祉保健センター　主任

古里  美佐 北福祉保健センター　主任栄養士　

大谷  展美 北福祉保健センター　介護支援専門員（併任）　

小宮  利成☆ 北福祉保健センター　仁田診療所　副参事兼係長

農林水産部
小島  太美男 次長兼基盤整備課長

志賀  慶二 農林・しいたけ課　参事兼課長補佐　

築城  貴憲 農林・しいたけ課　副参事兼係長

上松  洋☆ 農林・しいたけ課　係長

石丸  真 農林・しいたけ課　有害鳥獣対策室　主任

末廣  喜彦 水産課　主幹（併任）

乙成  一也☆ 基盤整備課　主幹

手束  修二☆ 基盤整備課　課長補佐

縫田  幸広☆ 基盤整備課　係長

冨  基次☆ 基盤整備課　係長

阿比留  正成 基盤整備課　技師

建設部

石丸  正道 管理課　副参事兼係長

西川  均☆ 管理課　主幹

佐々木  雅仁 次長兼管理課長

宮原  盛弥 管理課　主事（新規採用）

竹本  忠義 建設課　参事兼課長補佐　

主藤  公康 建設課　参事兼課長補佐

中対馬振興部
佐伯  正☆ 次長兼峰行政サービスセンター所長兼佐賀窓口センター　所長

藤島  隆之☆ 地域振興課　課長

扇  徹弥 地域振興課　参事兼課長補佐

池渕  真一郎☆ 地域振興課　係長

牧山  隆広☆ 地域振興課　係長

松村  瑞香 住民生活課　参事兼課長補佐

網代  洋之 峰行政サービスセンター　参事兼課長補佐

阿比留  美喜代 峰行政サービスセンター　参事

原田  和良☆ 峰行政サービスセンター　課長補佐

山下  由依 峰行政サービスセンター　主事

上対馬振興部
須川  直人 地域振興課　副参事兼係長

竹内  亮介 住民生活課　主任

武末  沙織 住民生活課　主任

白浜  恒之 住民生活課　主任

原田  勝彦 上県行政サービスセンター　参事兼課長補佐

木寺  晃三☆ 上県行政サービスセンター　課長補佐

井村  美穂子 上県行政サービスセンター　副参事

原田  卓弥 上県行政サービスセンター　生物多様性保全班　副参事兼係長

山田  邦治☆ 上県行政サービスセンター　仁田水道事務所　主幹

仁田原  政彦☆ 北部建設事務所　主幹(上対馬庁舎駐在)　

松清  恵☆ 北部建設事務所　参事兼課長補佐

梅野  加寿人 北部建設事務所　副参事兼係長(上対馬庁舎駐在)

立花  颯 北部建設事務所　主事（新規採用）

会計
御手洗  逸男 会計課　課長

中庭  俊樹☆ 会計課　係長

田中  紀幸☆ 会計課　豊玉分室　室長

水道局
大浦  展裕☆ 局長兼水道部長

鶴岡  雅弘☆ 次長兼水道局水道課長兼水道部次長兼水道部　水道課長

山﨑  栄作☆ 水道課　課長補佐兼水道部水道課　課長補佐

龍造寺  政秀 水道課　副参事兼係長兼水道部水道課　副参事兼係長

教育委員会事務局
松尾  龍典 次長兼総務課長

阿比留  正臣 総務課　参事兼課長補佐

西原  芽生 総務課　主事

永留  寿実 南地区教育事務所　副参事兼係長兼厳原地区生涯学習センター
副参事兼係長兼厳原地区公民館副参事兼係長

畑島  尚杜 南地区教育事務所　主事兼厳原地区生涯学習センター主事
兼厳原地区公民館主事

藤  和美 鶏鳴幼稚園　教諭

阿比留  裕 北地区教育事務所　所長兼上対馬地区生涯学習センター所長
兼上対馬地区公民館長兼上対馬学校給食共同調理場長

多田  清香 鶏鳴幼稚園　教諭（新規採用）

小田  志美 厳原幼稚園　教諭

扇  伸秀☆ 北地区教育事務所　係長

庄司  諭美 学校教育課　比田勝こども園　副参事

犬束  亜紀子 学校教育課　比田勝こども園　副参事

木寺  香帆 学校教育課　比田勝こども園　保育士

斉藤  夏子 比田勝こども園　教諭

浦崎  裕美 比田勝こども園　教諭

脇本  麗絵 比田勝こども園　教諭

中島  清志 学校教育課　課長兼峰学校給食共同調理場長兼豊玉学校給食
共同調理場長

糸瀬  英俊 学校教育課　主幹兼主任指導主事

姉川  二美 学校教育課　副参事

武末  修一☆ 学校教育課　係長

吉野  博 学校教育課　主幹兼指導主事（割愛採用）

島本  賴次 学校教育課　課長補佐兼指導主事（割愛採用） 

平山  尚子 学校教育課　指導主事（割愛採用）
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宮脇  好和 生涯学習課　主幹兼指導主事兼峰地区公民館　主幹

小田  成代 生涯学習課　副参事兼峰地区公民館　副参事

黒岩  公人☆ 美津島地区生涯学習センター　課長補佐

内山  茂治☆ 上県地区生涯学習センター　所長（主幹）
兼上県地区公民館長（主幹）

永留  美紀 つしま図書館　主事

議会事務局
糸瀬  美也☆ 局長

阿比留  伊勢男 次長

洲河  直樹☆ 係長

農業委員会事務局
庄司  智文☆ 事務局長

監査委員事務局
小島  勝也 事務局長(次長級)

西村  健☆ 課長補佐

再任用
豊田  充 観光交流商工部　文化交流・自然共生課

博物館建設推進室　専門員

増田  敬一 市民生活部　市民課　専門員

杉原  要 市民生活部　市民課　豆酘窓口センター　専門員

梅野  菊次 市民生活部　市民課　佐須窓口センター　専門員

斉藤  恵子 福祉部　こども未来課　専門員兼市民生活部
美津島行政サービスセンター大船越へき地保育所　専門員

山田  眞理子 福祉部　こども未来課　乙宮へき地保育所　専門員

阿比留  義範 中対馬振興部　住民生活課　専門員

井上  範保 中対馬振興部　峰行政サービスセンター
佐賀窓口センター　専門員

舟橋  信枝 福祉保険部　こども未来課　専門員兼中対馬振興部
峰行政サービスセンター佐賀保育所　専門員

古里  満雄 上対馬振興部　住民生活課　専門員

糸瀬  一生☆ 消防本部　通信課　主幹
消防署副署長（南部担当）兼美津島出張所長

中山  秀尚☆ 消防本部　次長　兼警防課長兼消防署長

消防本部

辻口  怜利 消防本部総務課付　主事（長崎県防災航空隊へ派遣）

中村  太亮 消防本部　総務課付　主事（消防学校入校）

大浦  佳章☆ 消防署　警防課長

修行  武智☆ 消防署　予防課　主幹

市山  豊次☆ 消防署　中部支署　支署長兼中部支署峰出張所長

宮原  直之 消防署　北部支署　支署長兼北部支署上対馬出張所長

井  浩 消防署　総務課　総務班　参事兼課長補佐

勝見  誠一 消防署　総務課　総務班　課長補佐

奥村  茂久☆ 消防署　警防課　警防救助班　課長補佐

武末  幸喜 消防署　予防課　危険物班　参事

小茂田  幸人 消防署　警防課　警防救助班　副参事

飯野　聡 消防署　予防課　予防班　主事

阿比留  幸輝 消防署　警防課　救急班　主事

田中  亮太 消防署　警防課　通信班　主事

高嶋  友理恵 消防署　総務課　総務班　主事

荒木  謙吾 消防署　予防課　危険物班　主事

中島  勇樹 消防署　警防課　警防救助班　主事

新庄  裕哉 消防署　総務課　総務班　主事

糸瀬  萌菜花 消防署　予防課　予防班　主事

野川  和聖 消防署　警防課　救急班　主事

津江  正雄 消防署　美津島出張所　総務班　参事兼課長補佐

阿比留  史博☆ 消防署　美津島出張所　予防班　副参事兼係長

宮原  孝之 消防署　美津島出張所　警防班　主任

山田  大輔 消防署　美津島出張所　総務班　主事

阿比留  哲 消防署　美津島出張所　予防班　主事

児玉  有貴 消防署　美津島出張所　予防班　主事

井上  雄太 消防署　美津島出張所　総務班　主事

稗田  昌紀 消防署　美津島出張所　警防班　主事

長瀨  直人 消防署　豆酘分遣所　警防班　主事

小宮  卓 消防署　豆酘分遣所　予防班　主事

東川  顕士 消防署　豆酘分遣所　予防班　主事

田中  宏和 消防署　豆酘分遣所　予防班　主任

豊後  太基 消防署　豆酘分遣所　警防班　主事

伊原  雅樹 消防署　空港分遣所　警防班　副参事

阿比留  善仁 消防署　空港分遣所　警防班　副参事

小島  和也 消防署　空港分遣所　予防班　副参事

小森  八州男 消防署　中部支署　総務班　参事兼課長補佐

糸瀬  皓一☆ 消防署　中部支署　予防班　係長

勝木  英夫 消防署　中部支署　通信班　参事

小宮  貴大 消防署　中部支署　予防班　主事

岡本  侑啓 消防署　中部支署　総務班　主事

赤松  慎吾 消防署　中部支署　予防班　主事

高島  匠太朗 消防署　中部支署　警防班　主事

阿比留  万作 消防署　中部支署峰出張所　総務班　参事兼課長補佐

稲葉  克明☆ 消防署　中部支署峰出張所　予防班　係長

若松  慎一郎 消防署　中部支署峰出張所　総務班　主事

阿比留  慎太郎 消防署　中部支署峰出張所　予防班　副参事

國分  和幸 消防署　中部支署峰出張所　警防班　副参事

扇  輔弥哉 消防署　中部支署峰出張所　警防班　主事

佐護  安生 消防署　北部支署　総務班　参事兼課長補佐

武末  淳 消防署　北部支署　予防班　副参事兼係長

大浦  光洋 消防署　北部支署　通信班　参事

平間  瞬 消防署　北部支署　警防班　主事

小田  拓也 消防署　北部支署　通信班　主事

諏訪  竜也 消防署　北部支署　予防班　主事

糸瀬  晃大 消防署　北部支署　警防班　主事

齊藤  晴男☆ 消防署　北部支署上対馬出張所　総務班　参事兼課長補佐

糸瀬  陽泰 消防署　北部支署上対馬出張所　警防班　参事

波田  一徹 消防署　北部支署上対馬出張所　総務班　主事

宮原  知成 消防署　北部支署上対馬出張所　警防班　主事

島居  雄一郎 消防署　空港分遣所　警防班　主事（新規採用）

富沢  和 消防署　警防課　救急班　主事（新規採用）

古里  将輝 消防署　予防課　予防班　主事（新規採用）

梅野  真平 消防署　警防課　通信班　主事（新規採用）

田口  左京 消防本部　総務課付　主事（消防学校入校）（新規採用）

岩佐  太陽 消防本部　総務課付　主事（消防学校入校）（新規採用）

縫田  泰輝 消防本部　総務課付　主事（消防学校入校）（新規採用）

西山  涼 消防本部　総務課付　主事（消防学校入校）（新規採用）
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「対馬市地域審議会委員」を募集します募集

募集人員　各審議会　２名
①上対馬地域審議会（上対馬町・上県町の一部）
②中対馬地域審議会（峰町・豊玉町・上県町の一部・美津島町の一部）
③下対馬地域審議会（厳原町・美津島町の一部）

職　　務　下記の事項について市長の諮問に応じて審議し、答申します。
①地域の活力向上のための施策に関する事項　②市民協働推進のための施策に関する事項
③市の各種行政施策及び行政情報に関する事項　等

任　　期　選任の日から平成31年3月31日
会　　議　年2回程度（報酬・交通費支給）
応募資格　①各審議会の地域内に住所を有する20歳以上の方

②平日昼間の審議会（年2回程度）に出席可能な方
③まちづくりや地域づくりに関心を持ち、広い視野に立って意見や提案をいただける方
　※他の審議会等の公募委員に2以上選任されている方、又は過去に本審議会の公募委員として就任し、

　　その職を退いた後5年以上経過していない方は応募できません。

応募方法   公募委員応募申込書を、持参・郵送・Fax・Mailのいずれかでご提出ください。
応 募 先　〈持参〉政策推進課又は各振興部　地域振興課
　　　　　〈郵送・Fax・Mail〉政策推進課（〒817-8510　厳原町国分1441）
　　　　　　　　　　　　　　Fax：0920（53）6112　　Mail：seisaku@city-tsushima.jp
応募期限　平成29年5月15日（月）
そ の 他　申込書は対馬市ホームページからの取得及び市役所・各振興部・各行政サービスセンターに設置

しています。

問い合わせ／しまづくり推進部　政策推進課　☎0920（53）6111

島おこし協働隊の新隊員（6期生）を紹介しますおしらせ

松葉 遥花さん（23歳）
（教育コーディネーター）

上妻 潤己さん（24歳）
（学生研究員）

上原 由美子さん（28歳）
（エコツーリズムプランナー）

ま つ ば  よ う か こう づま  じゅんき うえはら   ゆ 　 み 　 こ

問い合わせ／しまづくり推進部　市民協働・交通対策課　☎0920（53）6111

特
別
診
療
案
内 

他

特
集

新
人
紹
介

人
事
異
動

ま
ち
の
話
題

各
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
所
だ
よ
り

年
金
コ
ー
ナ
ー 

図
書
館
情
報

わ
が
ま
ち
再
発
見

博
物
館
通
信

情
報
B
O
X

こ
う
ほ
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

福
岡
事
務
所

レ
ポ
ー
ト 

他

お
く
や
み

市
長
の
動
き 

他

氏　　　名 新　　配　　置 氏　　　名 新　　配　　置

三宅  一郎 南地区教育事務所　専門員兼厳原地区生涯学習センター専門員
兼厳原地区公民館専門員

永留  弘惠 生涯学習課　専門員兼峰地区公民館　専門員

土肥  熊男 上対馬振興部　上県行政サービスセンター　専門員

竹森  健一郎 上対馬振興部　上県行政サービスセンター
仁田窓口センター　専門員

永野　清利 上対馬振興部　北部建設事務所　専門員

永瀬  勝也 会計管理者　会計課　豊玉分室　専門員

長  信夫 水道局　水道課　専門員兼水道部水道課　専門員

井  一成 消防本部付　専門員

鈴木  茂 消防本部付　専門員

梅野  則仁 消防本部付　専門員



「対馬市議会議員一般選挙」が行われますお知らせ

　投票日時　平成29年5月21日（日）7：00～18：00

　投 票 所　市内123カ所

　開　　票　同日20：30～　シャインドームみね
｠
　平成29年5月31日をもって任期満了となる対馬市議会議員一般選挙（定数19人）が、5月14日（日）告
示、5月21日（日）投開票予定です。

投票できる方

① 満18歳以上（平成11年5月22日までに生まれた方）の日本国民
② 平成29年2月13日以前に対馬市に住民登録を行い、引き続き3カ月以上対馬市に住所を有する方

※以上の要件を満たしても、次の方は投票できません

①投票日前日（5月20日）までに、対馬市から転出した方（ただし、期日前投票を行った後に転出した方の投

票は有効となります）

②公民権停止中の方

転居された方

　平成29年5月1日（月）までに市内転居（対馬市内での異動）の届出をした方は、新しい住所地の投票所
で投票することができます。ただし、平成29年5月2日以降に転居の届出をした方は、転居前の住所地の投
票所で投票することになりますので、お間違えのないようお願いします。

｠
期日前投票

　仕事・レジャー・冠婚葬祭等の理由で投票日
に投票できない方は、期日前投票をすることが
できます。期日前投票所に投票所入場券を持参
し、宣誓書を記入したのち、投票用紙の交付を
受け、投票することができます。

不在者投票

　次の理由により、投票日に投票所で投票することができない見込みの方（期日前投票者を除く。）は、
その旨の宣誓と不在者投票用紙等の交付請求の手続きを行い、滞在地の選挙管理委員会または不在者投票
施設等で不在者投票を行うことができます。
　なお、不在者投票の交付請求は、選挙管理委員会、各振興部地域振興課及び行政サービスセンターで受
け付けています。
｠

①選挙期日に観光・病気療養（指定病院等に入院している方を除く。）等の旅行で市外に滞
在中の方（対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する方）
②病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院・入所している方

｠
【注意事項】
①旅行などにより、滞在地で不在者投票をしようとする方は、早めに不在者投票の交付請求を行ってくだ
さい。不在者投票ができる期間は６日間と限られていますので、告示日前でも不在者投票の請求は受け
付けています。
②指定病院・施設に入院・入所中の方は、病院・施設等で投票できますので、早めに病院長や施設長等に
申し出てください。

｠郵 便 投 票

　郵便投票証明書をお持ちの方は、有効期限を確認のうえ、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを行っ
てください。
　また、身体障害者手帳の「上肢又は視覚の障害が１級である者」、戦傷病者手帳の「上肢又は視覚の障害
の程度が特別項症から第２項症までである者」に該当する方は、郵便等による不在者投票における代理記
載制度もあります。
　なお、郵便等による不在者投票について詳しくは、選挙管理委員会、各振興部地域振興課及び行政サー
ビスセンターの選挙担当にお気軽にご相談ください。

｠
　　　　　　　　　　　　郵便投票の請求期限：5月17日（水） 17：00

と　き　5月15日（月）～20日（土）8：30～20：00
　　　　対馬市役所厳原庁舎
　　　　美津島行政サービスセンター

ところ　対馬市役所豊玉庁舎
　　　　峰行政サービスセンター
　　　　上県行政サービスセンター
　　　　対馬市役所上対馬庁舎

広報つしま14
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「日本脳炎」の感染を防ぎましょうお知らせ

　昨年9月、対馬市内において４名の日本脳炎患者が確認されました。4月末から感染源となる蚊（コガタ
アカイエカ）が発生する時期になるため、しっかりと対策・予防を行い、蚊に刺されないように注意して
くだい。

日本脳炎とは？

　ウイルスを保有する蚊に刺されることにより

感染します。感染した場合でも、発病は100～

1,000人に1人と高くありませんが、高熱・頭

痛・意識障害などの症状がある急性脳炎を起こ

し、後遺症が残ることがあります。

※すべての蚊がウイルスを保有

　しているわけではありません。

○ウイルスは人から人へ感染することは
ありません。
○感染源となる蚊は、4月末頃から発生し
て8月頃をピークに増加していきます。｠

予防法は？

○感染源となる蚊に刺されないための対策や蚊

を増やさない環境をつくる。

①屋内への蚊の侵入を防ぐ。

②蚊の活動時間帯（夕方～夜明け）には屋外で

過ごすことを避ける。

③屋外で過ごす時はできるだけ肌の露出を避ける。

④虫除けスプレー等を活用する。

⑤屋外の水溜まりを減らし、ボウフラの発生源

をつくらない。

○十分な休養・栄養をとり、健康管理に努める。

○日本脳炎ワクチンの接種

　定期予防接種は、乳幼児期に3回、9歳～12歳

に1回の合計4回接種します。接種できているか

母子手帳で確認しましょう。現在、対馬市では

生後6ヵ月からの接種をお勧めしています。

問い合わせ／健康づくり推進部　健康増進課　☎0920（52）4888
　　　　　　対馬振興局　対馬保健所　　　　☎0920（52）0166

問い合わせ／
選挙管理委員会事務局　　　　☎0920（53）6111
美津島行政サービスセンター　☎0920（54）2271
中対馬振興部　地域振興課　　☎0920（58）1111
峰行政サービスセンター　　　☎0920（83）0301
上県行政サービスセンター　　☎0920（84）2311
上対馬振興部　地域振興課　　☎0920（86）3111
｠

執　行　日

平成25年5月19日

平成21年5月17日

平成17年5月22日

男

80.48

86.68

89.34

女

80.54

87.63

90.53

計

80.51

87.18

89.63

過去の対馬市議会議員一般選挙投票率（％）

投票できる方

① 満18歳以上（平成11年5月22日までに生まれた方）の日本国民
② 平成29年2月13日以前に対馬市に住民登録を行い、引き続き3カ月以上対馬市に住所を有する方

※以上の要件を満たしても、次の方は投票できません

①投票日前日（5月20日）までに、対馬市から転出した方（ただし、期日前投票を行った後に転出した方の投

票は有効となります）

②公民権停止中の方

転居された方

　平成29年5月1日（月）までに市内転居（対馬市内での異動）の届出をした方は、新しい住所地の投票所
で投票することができます。ただし、平成29年5月2日以降に転居の届出をした方は、転居前の住所地の投
票所で投票することになりますので、お間違えのないようお願いします。

｠
期日前投票

　仕事・レジャー・冠婚葬祭等の理由で投票日
に投票できない方は、期日前投票をすることが
できます。期日前投票所に投票所入場券を持参
し、宣誓書を記入したのち、投票用紙の交付を
受け、投票することができます。

不在者投票

　次の理由により、投票日に投票所で投票することができない見込みの方（期日前投票者を除く。）は、
その旨の宣誓と不在者投票用紙等の交付請求の手続きを行い、滞在地の選挙管理委員会または不在者投票
施設等で不在者投票を行うことができます。
　なお、不在者投票の交付請求は、選挙管理委員会、各振興部地域振興課及び行政サービスセンターで受
け付けています。
｠

①選挙期日に観光・病気療養（指定病院等に入院している方を除く。）等の旅行で市外に滞
在中の方（対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する方）
②病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院・入所している方

｠
【注意事項】
①旅行などにより、滞在地で不在者投票をしようとする方は、早めに不在者投票の交付請求を行ってくだ
さい。不在者投票ができる期間は６日間と限られていますので、告示日前でも不在者投票の請求は受け
付けています。
②指定病院・施設に入院・入所中の方は、病院・施設等で投票できますので、早めに病院長や施設長等に
申し出てください。

｠郵 便 投 票

　郵便投票証明書をお持ちの方は、有効期限を確認のうえ、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを行っ
てください。
　また、身体障害者手帳の「上肢又は視覚の障害が１級である者」、戦傷病者手帳の「上肢又は視覚の障害
の程度が特別項症から第２項症までである者」に該当する方は、郵便等による不在者投票における代理記
載制度もあります。
　なお、郵便等による不在者投票について詳しくは、選挙管理委員会、各振興部地域振興課及び行政サー
ビスセンターの選挙担当にお気軽にご相談ください。

｠
　　　　　　　　　　　　郵便投票の請求期限：5月17日（水） 17：00

2017. 4 15

特
別
診
療
案
内 

他

特
集

新
人
紹
介

人
事
異
動

ま
ち
の
話
題

各
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
所
だ
よ
り

年
金
コ
ー
ナ
ー 

図
書
館
情
報

わ
が
ま
ち
再
発
見

博
物
館
通
信

情
報
B
O
X

こ
う
ほ
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

福
岡
事
務
所

レ
ポ
ー
ト 

他

お
く
や
み

市
長
の
動
き 

他



対象（下記①～③の全ての要件に該当する方） 補助額

○ふるさと就職支援補助金（島内企業へ就職された方向けの補助金）

4月1日から「対馬市移住・定住促進支援補助金制度」が始まりますお知らせ

　現在対馬市は人口減少対策の一環として島外から人を呼び込む政策、また島外への人口流出に歯止めを
かけるため、特に若い世代が対馬へ残ってもらえるような政策を推進しております。この補助金は、対馬
へU・Iターンされる方、対馬で就職し引き続き対馬へ住み続ける意思のある方を対象にしています。

【注意事項】上記の補助金は公務員の方、事業所間の転勤の方は対象外となります。

　　　　　　また、補助金ごとに交付の条件がありますので詳しくは下記までお問い合わせください。

｠

問い合わせ／しまづくり推進部 市民協働・交通対策課　☎0920（53）6111

①高校・大学・専門学校等を卒業して2年以内の方

②平成28年4月1日以降に島内企業に就職し1年以上経過し、引き続き島内へ住み続ける

意志のある方

③申請日時点で30歳未満の方

10万円

対象（下記①～③の全ての要件に該当する方） 補助額

○結婚移住奨励金（結婚を機に移住された方、移住されて結婚された方向けの補助金）

①夫婦または夫婦のいずれかが島外在住者

②婚姻届が受理された日から１年以内に島内へ居住し、引き続き5年以上住み続ける意思

のある方

③夫婦ともに50歳以下である方

1組当たり

5万円

事　　業 対　　象 対象経費 補助額及び補助率等

○しま暮らし支援補助金（対馬へU・Iターンされる方向けの支援メニュー）

引越経費支援事業

住宅借上げ初期費用

支援事業

住宅家賃支援事業

子育て世帯移住支

援事業

島外から移住し、平

成29年3月1日以降に

対馬市へ住民登録さ

れた方

市外から本市へ移住す

る際に生じる荷物の運

搬に係る経費

民間の賃貸物件を借り

る際の初期費用（礼

金・仲介手数料等）

民間の賃貸物件を借り

る際の家賃

中学生以下の子どもの

扶養に係る費用

上限20万円

（補助対象経費の3分の2以内）

上限5万円

上限3万円の3カ月分

（家賃月額の2分の1以内）

扶養している子ども

一人当たり2万円
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児童扶養手当など「各種手当額」が変わりますお知らせ

　平成28年度全国消費者物価指数の実績値（対前年比▲0.1％）が公表されたことに伴い、平成29年度の
各種手当額は以下のとおり変更となります。

問い合わせ／福祉保険部　こども未来課　☎0920（58）2294
　　　　　　　　　　　　　　　福祉課　☎0920（58）1119

問い合わせ／観光交流商工部　観光商工課　　　　☎0920（53）6111
　　　　　　長崎県計量検定所　　　　　　　　　☎095（844）9892 ・ 095（844）6608
　　　　　　指定検査機関（社）長崎県計量協会　 ☎095（841）9491

検査の対象となる事業場
①農畜産（肉乳品・精米等） ②水産　③調味　④米穀　⑤精肉　⑥鮮魚　⑦青果　⑧ストアー・百貨店
⑨嗜好品（お茶・コーヒー等） ⑩みやげ品等　⑪病院・薬局・保健所　⑫協同組合（農協・漁協等）
⑬運送業　⑭雑貨（金物・燃料等） ⑮学校・幼稚園・保育所　⑯その他

検査を受けなくてよいはかり
①家庭で使用されているはかり　②民間計量士で検査を受けたはかり

  9：30～12：00・13：00～14：00まで

15：00～16：00まで

  9：30～11：30まで

14：00～16：00まで

10：00～12：00まで

13：30～15：00まで

10：00～11：30まで

13：00～15：30まで

10：30～11：30まで

13：30～15：30まで

  9：30～12：00・13：00～15：30まで

  9：30～12：00・13：00～15：30まで

  9：30～11：00まで

12：30～14：00まで

検 査 日 検　査　会　場 検　　査　　時　　間

児 童 扶 養 手 当

手 　 当

障 害 児 福 祉 手 当

特 別 障 害 者 手 当

経 過 的 福 祉 手 当

特別児童
扶養手当

42,330円～9,990円

6,000円～3,000円

51,500円

34,300円

1級

2級

10,000円～5,000円

第3子以降加算

第 2 子 加 算

42,290円～9,980円

5,990円～3,000円

51,450円

34,270円

9,990円～5,000円

14,600円

26,830円

14,600円

14,580円

26,810円

14,580円

現在の手当額
（平成29年3月分まで）

変更後の手当額
（平成29年4月分から）

「はかりの検査」を行いますお知らせ

上対馬総合センター

一重地区集会施設

佐須奈地区ふるさとセンター

仁田窓口センター

中対馬開発総合センター（佐賀窓口センター）

峰地区公民館

豊玉町漁業協同組合水崎支所

仁位生活館

佐須窓口センター

豆酘住民センター（旧豆酘出張所）

対馬市交流センター　地下駐車場

美津島文化会館

小船越コミュニティーセンター

美津島文化会館

はかりを取引きや証明に使用している場合は次の日程で検査を受けてください。

5月10日（水）

5月11日（木）

5月12日（金）

5月17日（水）

5月18日（木）

5月19日（金）

5月24日（水）

5月25日（木）
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子宮がん検診

乳がん検診

子宮頸部細胞診 20歳以上

40・42・44・46・48歳

50歳以上の偶数年齢

40歳以上の奇数年齢

（秋に個別型検診を予定していますが奇数年齢の方は
　対象となりませんのでこの機会に受診しましょう。）

1,000円

2,600円

2,000円

　800円

検診の種類 検診内容
対象者

※対馬市民に限ります。年齢は年度末年齢です
料　金

内容・対象者・料金　※年齢は年度末年齢

日　程
実　施

地　区

　保険証又は後期高齢者医療被保険者証と検診料金を当日お持ちください。

午　前

会　場 受付時間 会　場 受付時間

午　後

5月 2 日 上県町地域福祉センター 9：00～10：30 一重地区集会施設 13：30～15：00

5月 8 日

火

上対馬町地域福祉センター 9：00～11：00 上対馬町地域福祉センター 13：30～15：00

5月 9 日

月

上県町ふれあいプラザ 9：00～11：00 仁田コミュニティセンター 13：30～15：00

5月11日

火

豆酘小学校体育館 8：30～  9：30 久根へき地保健福祉館 14：00～15：00

5月14日

土

5月15日

日

豊玉町保健センター 8：00～10：00 豊玉町保健センター 13：30～15：00
5月16日

月

5月17日

火

峰地区公民館 8：00～  9：30 中対馬開発総合センター 13：00～14：30

5月18日

水

対馬市総合福祉センター
（美津島保健センター） 8：00～10：00

対馬市総合福祉センター
（美津島保健センター） 13：30～15：00

5月19日

木

金

5月20日 土 健康管理センター 8：00～10：00

上対馬

上　県

豊　玉

峰

5月12日

木

金田小学校体育館

健康管理センター

8：00～  9：00

5月13日

金

8：00～10：00
健康管理センター 13：30～15：00

美津島

厳　原

厳　原

検診日程

エコー検査
マンモグラフィー検査（2方向）

エコー検査
マンモグラフィー検査（1方向）

乳房超音波検査（エコー検査）

年に1度は「婦人がん検診」を受けましょうお知らせ

　子宮頸がんはこの20年間に低年齢化が急速に進んでおり、20～40歳代前半の若い年齢層で発症者が増
えています。乳がんにおいても女性の12名に1人の割合でかかるとされており、40歳代後半～60歳代前半
での発症率が増えています。自分のため、家族や大切な人のために、この機会に受診しましょう。

問い合わせ／健康づくり推進部　健康増進課　　　　　☎0920（52）4888
　　　　　　　　　　　　　　　中地区保健センター　☎0920（58）1116
　　　　　　　　　　　　　　　北福祉保健センター　☎0920（84）2313　
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「水道料金」が変わりますお知らせ

　平成29年4月1日から水道料金が改訂され、平成29年5月ご請求分からの
水道料金が変わります。以下は新しい料金表（税抜き）です。

料金計算方法

　{（基本料金）＋（超過水量）×（超過料金）}

　　　　　×1.08（消費税）＝水道使用料（10円未満切り捨て）

主な変更点

①簡易水道（美津島町・豊玉町・峰町・上県町・上対馬町）と

上水道（厳原町）で異なっていた料金を統一しました。

②メーター器口径別水道料金を導入しました。

※美津島町・豊玉町・峰町・上県町・上対馬町で13mmのメー

ター器をご使用の方につきましては料金の変更はありません。
｠

　大口径をご利用の方の負担が大きくなりますので、ご利用

状況に応じたメーター器口径への変更を検討される場合は、

下記窓口へご相談ください。

「漁師」になりませんか？募集

応募資格　真に対馬市に定着して漁業を営もうという強い意志を有する

健康な方、かつ、漁業種類を問わず1年以上漁業経験がなく受

付時点で55歳以下の方（U・Iターン可）

研修内容　①一本釣り、延縄漁業等の実践指導（仕掛けの作り方・餌の

付け方・　　仕掛けの投入方法及び巻上方法・ロープワー

ク・船舶の操作方法等）

　　　　　②定置網漁業、養殖漁業等、雇用されて行う漁業の実践指導

研修期間　研修開始から2年以内（1ヵ月当たり20日以上の研修を実施）
※②の場合１年以内

研修場所　対馬管内の受け入れ可能な漁協

応募期限　平成29年5月31日（水）

そ の 他　・収入がない研修期間中は一定の要件を満たす研修者に対する生活費の補助があります。

　　　　　・研修期間中の住居のあっせんが必要な方は別途ご相談ください。

　　　　　・研修を希望する漁協とご相談の上、お申し込みください。

　　　　　・詳しくは対馬市ホームページをご覧ください。

問い合わせ／農林水産部　対馬市新規漁業者就業推進協議会事務局（水産課）☎0920（53）6111

メーター器口径

13mm  　

20mm  　

25mm  　

30mm  　

40mm  　

50mm  　

75mm  　

100mm  　

5㎥まで

1,200円

1,500円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

10㎥まで

1,600円

1,800円

2,300円

2,700円

3,600円

4,600円

6,900円

9,200円

基 本 料 金

超過料金は（1㎥につき）225円です。

問い合わせ／
水道局　水道課　　　　　　　☎0920（52）0943　　峰行政サービスセンター　　☎0920（83）0301
美津島行政サービスセンター　☎0920（54）2271　　上県行政サービスセンター　☎0920（84）2311
中対馬振興部　住民生活課　　☎0920（58）1111　　上対馬振興部　住民生活課　☎0920（86）3112
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

2017. 4 19

特
別
診
療
案
内 

他

特
集

新
人
紹
介

人
事
異
動

ま
ち
の
話
題

各
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
所
だ
よ
り

年
金
コ
ー
ナ
ー 

図
書
館
情
報

わ
が
ま
ち
再
発
見

博
物
館
通
信

情
報
B
O
X

こ
う
ほ
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

福
岡
事
務
所

レ
ポ
ー
ト 

他

お
く
や
み

市
長
の
動
き 

他



「看護の日in対馬」を
開催します　

イベント

と　　き　平成29年5月13日（土）
　　　　　13：00～15：30
と こ ろ　対馬市交流センター3階大会議室他
内　　容　13：00～14：00
　　　　　・BLS（一次救命措置）体験
　　　　　・キッズナース（白衣で写真撮影）
　　　　　・看護体験の写真展示
　　　　　・血管年齢測定　等
　　　　　14：00～15：30
　　　　　・認知症講演会
　　　　　　講師 川上 眞寿弘 対馬病院院長

問い合わせ／長崎県看護協会対馬支部
　　　　　　　　　　　☎0920（54）7111
　　　　　　健康づくり推進部　健康増進課
　　　　　　　　　　　☎0920（52）4888

対馬市「わがまち元気創出」支援
事業を活用してみませんか？

募集

補 助 額　認 可 事 業：上限50万円
　　　　　市民特認事業：上限100万円
対　　象　地域の課題を考えその解決に向けて取

り組む事業を実施する地区及び市民団
体等

審　　査　審査会等において、交付の適否及び補
助額を決定します。

応募期限　平成29年5月19日（金）
そ の 他　実施内容及び応募方法など詳しくは対

馬市ホームページをご覧いただくか、
下記までご連絡ください。

問い合わせ／しまづくり推進部　
　　　　　　市民協働・交通対策課
　　　　　　☎0920（53）6111

健康つしま21歩いてつくる元気の 　キャンペーン
「第8回城下町ウォーキング」を
開催します

イベント

と　　き　平成29年5月27日（土）
9：30～10：00受付

と こ ろ　清水が丘グラウンド（スタート・ゴール）
内　　容　志賀ノ鼻大橋（久田）を渡る5キロ・   

7キロコースを予定しています。
対　　象　5歳以上であれば、誰でも参加できます。
　　　　　※小学3年生以下は大人同伴
参 加 費　5歳以上：お一人200円※当日徴収
申込方法　電話又はFaxでお申込みください。

※Faxの場合は任意の様式に①氏名②年齢

③住所④電話番号⑤希望コースを記入して

お申込みください。

申 込 先　健康増進課　☎0920（52）4888
　　　　　　　　　　　Fax0920（52）4812
申込期限　平成29年5月22日（月）17：00
そ の 他　・当日参加も受け付けます。

・キャンペーン応募ハガキをお持ちの
　方は、ご持参ください。

問い合わせ／健康づくり推進部　健康増進課
　　　　　　☎0920（52）4888

入場無料

わわ国際交流員の任期が
終了しました　

お知らせ

　韓国からの国際交流員：韓 賢美さん（写真
右）・申琇閔さん（写真左）が、任期を終えて
退任されました。2人は韓国からの訪問客の通訳
や接客、韓国語講座や料理教室の開催など、数多
くの国際交流業務を手掛けていただきました。　
　離れても、これからも対馬を見守っていてくだ
さいね。

シ ン 　 ス ミ ン

ハ ン　ヒ ョ ン ミ
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日本と繋がりがある仕事で稼いで
対馬に別荘を建てたいと思います。

まだ、はっきりしていませんが、
今までの経験が活かせる仕事に就
きたいと思っています。
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問い合わせ／対馬市消費生活相談所
　　　　　　　☎0920（52）8322

問い合わせ／日本年金機構長崎北年金事務所　
　　　　　　　☎095（861）1354

年金コーナー

対馬市消費生活相談所だより
要チェック！ 消費者トラブルに巻き込まれる前に

布団のクリーニングを装う高額布団の訪問販売業者にご注意!!
【相談事例】5日前に「布団のクリーニングをしませんか？今、使っている布団の無料点検をします
よ」と業者が訪問して来た。布団を見せると「カビが生えているので体に良くない、一切湿気を含まな
い布団を販売している」と40万円もする布団を勧められた。2時間程話を聞いて、月々1万円のローン
でいいと言われたので契約をしてしまった。冷静に考えると、高額でありクーリング・オフをしたい。
【消費者へのアドバイス】訪問販売で契約をする時は、必ず契約書面を受け取ってください。契約書面
を受け取ってから8日以内であれば、クーリング・オフができます。また、クーリング・オフ期間を過
ぎた場合でも、解約できるケースもあります。

｠「無料点検」と言われても点検だけで済む事はありません。話を聞くと断りづらくなるので、安易に
話を聞かず、必要なければ、ドア越しにキッパリ断りましょう。困った時は、早めに対馬市消費生活
相談所もしくは長崎県消費生活センターに相談してください。

○日時　5月17日（水） 13：30～17：00

　場所　美津島行政サービスセンター　別館会議室

○日時　5月18日（木） 9：00～17：00

　場所　対馬市役所　別館会議室

★年金相談は予約制です。

★予約受付期限 5月12日（金）まで

《長崎北年金事務所の出張年金相談》

予約先 ☎095（861）1387

☆保険料の免除制度があります
　所得が少ないときや失業等により保険料を納めること
ができない場合には、本人の申請によって、保険料の納
付が免除される制度があります。
①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得が一定額以
下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が全
額免除または一部免除となります。
②納付猶予申請
　50歳未満（平成28年7月以降）の方で、本人・配偶
者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が
猶予されます（平成28年6月までは30歳未満）。
③学生納付特例申請
　学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
　※付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。
■過去２年まで遡って免除申請ができます。
　平成26年度4月から法律が改正され、保険料の納付期限から２年を経過してない期間について、遡っ
て免除を申請できるようになりました。ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れない
などの不利益が生じる場合がありますので、すみやかに申請してください。
■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

消費者トラブルに関する事例やアドバイスをご紹介します

納　　付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未　　納

含まれる 含まれる 含まれる（注2） 含まれる 含まれない

含まれる 含まれる（注1） 含まれる（注1・2） 含まれない 含まれない

老齢・障害・遺族基礎
年金の受給資格期間に…
老齢基礎年金額の
計算に…

（注1） 保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下のとおりとなります（平成21年４月以降の免除期間）。
　　　　　　　　・全額免除の場合……2分の1　　・4分の3免除の場合……8分の5
　　　　　　　　・半額免除の場合……4分の3　　・4分の1免除の場合……8分の7
（注２）一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。

　　　　　☆平成29年度の国民年金保険料額は、月額 16,490円です。
｠
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わがまち再発見!! 教育委員会　文化財課　☎0920（54）2341

～知ろう、守ろう、私たちの文化財～

 （高麗版一切経　写真提供：長崎県教育委員会）

た く ず だ ま じ ん じ ゃ

ばんいっさいきょうつけたりだいはんにゃきょう

だいぞうきょう

こうらいおうちょう

しょちょうばん

ちょうせんおうちょうじつろく

さいちょうばん

は ん ぎ

こうらい わ ば ん

ぼくしょ

新国指定重要文化財について
　国の文化審議会は、平成29年３月10日に開催された
審議会において、厳原町豆酘の多久頭魂神社所蔵「高麗
版一切経附大般若経」を新たに国の文化財に指定するよ
う文部科学大臣に答申しました。
　今回新たに国指定となることとなった「高麗版一切
経」は、これまで長崎県の有形文化財（名称は多久頭魂
神社大蔵経）に指定されていました。※一切経と大蔵経は
同じ意味。文化庁では慣例的に一切経を使用。

　この経典は、高麗王朝で製作された版木から印刷され
た経典です。高麗では国家事業として経典の版木作成を
行っていましたが、1232年に元（モンゴル）軍が高麗
に侵入した際に版木（初雕版）が焼失してしまいました。
そこで、1236年から15年の歳月をかけて、新たに版
木（再雕版）を作成しました。多久頭魂神社一切経は、
この再雕版と呼ばれる版木で印刷された経典で、研究の
結果、15世紀頃に印刷されたものである可能性が高い
とされています。
　『朝鮮王朝実録』という朝鮮王朝の正式な記録にも、
14世紀末から16世紀頃にかけて、朝鮮王朝から日本へ
約50部の一切経が贈与されたことが記録されています。
対馬の領主宗氏も複数部もらいうけていることから、今
回指定となった一切経もその一つだと考えられています。

　一切経（大蔵経）とは、全てのお経が収録されてい
る仏教経典のことです。本来は大般若経も含まれてい
るはずなのですが、多久頭魂神社の場合、この大般若
経を欠いていたため、日本で印刷されたもの（和版）
で補っていました。こちらには、15世紀の宗氏当主父
子が奉納したことを示す墨書があり、一切経を補うも
のとして併せて保存すべきという評価がなされています。
　高麗版一切経は、残存数が少ない上に、当初の形態
をよく伝えており、仏教文化史・日朝交流史、また印
刷史の面においても貴重な資料としての高い評価から、
重要文化財に指定されることになりました。

問い合わせ／博物館建設推進室　☎0920（53）6111

第15号
平成29年4月

 「自分事」の博物館とは?

　去る3月18日、第5回目の設計業務説明会
を行いました。今回はテーマを「博物館の運
営」に設定し、これまでに決まったことや現
在検討を進めていることをお話しました。ま
た、設計事業者が博物館における市民参加に
ついて、いくつかの事例を紹介しました。
　平成32年早春の開館を目指し、推進室は
運営体制をこの1年で築く計画です。また、
参加された市民の方からいただいたご意見の
ように、みなさんがお持ちの知恵や知識を博
物館で収集し保管したり、ガイドをしていた
だくような仕組みをつくったりして、市民の
みなさんが「自分事」と思えるような博物館
にしていきたいと思います。（髙田）

　対馬の「やきもの」ってこんなにすごいんだ!

　対馬を散歩していると、キランと光る石ころを目に
することがあります。何も知らなければ「ただの石こ
ろ」、少しの知識があればそれが「宝物」に変身しま
す。対馬の場合、この破片が数百年前に中国や朝鮮半
島で作られたものだったりして「ギョギョギョー」と
びっくりすることがあります。
　この感動を市民の方々にも感じていただきたく、片
山まび先生をお招きし、3月19日・20日に峰と厳原で
講演会および展示解説会を開催しました。19日には、
対馬に伝わった一部の高麗青磁が、韓国―対馬ではな
く、韓国―中国―博多―対馬と経由していた可能性に
ついて、20日には、江戸時代に対馬藩が運営する釡山
の倭館で焼いていた「釡山窯」の窯道具に朝鮮陶工の
足跡が見られ、それが対州焼にも継承されていたとい
う話をしてくださいました。これら対馬に伝わったや
きものは、昔の人々の交流を示す資料として博物館で
も展示する予定です。博物館が完成したら、その感動
を感じてみてください。（大澤）
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